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電離 水素 水和（または溶媒和）

Ｃ₂Ｈ₅－ＯＨ

（またはＣ₂Ｈ₅ＯＨ）

親水基

疎水基

無 極 性 分 子 は 水 分 子 と 静 電 的 な 引 力 や 水 素 結

合 で 引 き 合 わ ず ， 水 和 し な い た め 。

ファンデルワールス力（または分子間力）

１ ‐ ブ タ ノ ー ル は エ タ ノ ー ル よ り も ， 水 分 子

と 結 び つ き に く い 疎 水 基 が 大 き い た め 。

3.15

メスフラスコ

ホールピペット

ビュレット

（イ）

（エ）

（エ）

（ウ）
中和点が塩基性になるから。または，強塩基の水酸化ナトリウム
で滴定しているから。

（ＣＯＯＨ）₂＋２ＮａＯＨ　→　（ＣＯＯＮａ）₂＋２Ｈ₂Ｏ

0.194



サリチル酸

チンダル ブラウン 透析 分子コロイド

会合コロイド
 （ミセル） ゲル 電気泳動

（ウ） 熱 運 動 を し て い る 水 分 子 が ， コ ロ イ ド 粒

子 へ 不 規 則 に 衝 突 す る た め

コロイド粒子はセロハンの目より大きく膜を通らないため

(正または負の)電荷を帯びている
コロイド粒子どうしが反発しあって
いる

（ウ），（エ），（オ） （ア），（イ）



活性化 触媒 還元 酸化

２Ｈ₂Ｏ₂ → ２Ｈ₂Ｏ＋Ｏ₂

５Ｈ₂Ｏ₂＋２ＫＭｎＯ₄＋３Ｈ₂ＳＯ₄ → ５Ｏ₂＋２ＭｎＳＯ₄＋Ｋ₂ＳＯ₄＋８Ｈ₂Ｏ

Ｈ₂Ｏ₂＋２ＫＩ＋Ｈ₂ＳＯ₄ → Ｉ₂＋２Ｈ₂Ｏ＋Ｋ₂ＳＯ₄

0.22 0.49 5.1

Ｃ₆Ｈ₁₂Ｏ₆

-グルコース β-グルコース 単純 -アミノ酸

ペプチド ジペプチド

α α



核膜 真核細胞 原核細胞 アデニン

ウラシル 転写 イントロン スプライシング

核膜孔 リボソーム
     転移RNA
（運搬RNA，tRNA）

翻訳

18％ 34％ 50％

制限酵素   リガーゼ
(DNAリガーゼ)

遺 伝 子 Ｇ は 真 核 生 物 （ ウ ニ ） の 遺 伝 子 で あ る

た め ， イ ン ト ロ ン を も っ て い る 可 能 性 が あ る

。 こ の 場 合 ， 大 腸 菌 で は ス プ ラ イ シ ン グ が 起

こ ら な い た め ， イ ン ト ロ ン が 除 去 さ れ な い ま

ま 遺 伝 子 Ｇ の 転 写 ・ 翻 訳 が 起 こ る 。 そ の た め

， 本 来 合 成 さ れ る べ き 酵 素 Ｅ に ， 余 分 な ア ミ

ノ 酸 配 列 の 挿 入 や ， コ ド ン の ず れ に よ る ア ミ

ノ 酸 配 列 の 変 化 ， タ ン パ ク 質 合 成 の 途 中 停 止

な ど が 起 こ り ， ア ミ ノ 酸 の 数 ・ 配 列 が 異 な る

タ ン パ ク 質 Ｅ が 生 じ て し ま う と 考 え ら れ る 。′

（イ）

自律神経系 すい臓 副腎髄質 副腎皮質

腎臓 脳下垂体後葉 バソプレシン 集合管

尿素（トリメチルアミ
ンオキシドでも正解）

（エ）

ニ ホ ン ウ ナ ギ は ， 海 水 を 多 量 に 飲 ん で 水 分 を

腸 か ら 吸 収 し ， 体 液 と 等 張 な 尿 を 少 量 排 出 す

る 。 ま た ， 体 液 に 入 っ た 過 剰 な 塩 類 は え ら か

ら エ ネ ル ギ ー を 使 っ て 排 出 す る 。 こ れ ら の し

く み で 体 液 の 浸 透 圧 を 一 定 に 保 っ て い る 。

Ａ（α） グルカゴン Ｂ（β） インシュリン



光 二酸化炭素 有機物

酸素 生産者 消費者

分解者 作用 反作用

（オ） （ア）

食物連鎖

春 に な る と ， 栄 養 塩 が 豊 富 な 環 境 の 中 ， 光 が 強 く な り ，

水 温 が 上 昇 す る た め ， 生 物 Ａ は 急 速 に 増 加 す る 。 生 物 Ａ

は ， 増 加 に 伴 っ て 海 水 中 の 栄 養 塩 を 吸 収 し ， 夏 に は 海 水

中 の 栄 養 塩 を 使 い 果 た し て し ま う た め ， そ れ 以 上 増 加 で

き な く な る 。 さ ら に 生 物 Ａ は ケ ン ミ ジ ン コ な ど の 動 物 プ

ラ ン ク ト ン に 摂 食 さ れ ， 秋 に は 個 体 数 が 減 少 す る 。

熱 帯 域 に お け る サ ン ゴ 礁 で は ， 一 年 中 光 が 強 く 水 温 が 高

い 。 こ の よ う な 環 境 下 で ， 肥 料 や 下 水 が 流 れ 込 む と ， 海

水 中 の 栄 養 塩 が 増 加 す る こ と に よ っ て ， ま た は 生 物 Ａ の

個 体 数 が 急 激 に 増 加 し ， 海 水 中 の 酸 素 濃 度 が 低 下 す る な

ど ， 環 境 が 大 き く 変 化 し ， こ れ ま で 保 た れ て き た 平 衡 状

態 が 崩 れ て し ま う 可 能 性 が 考 え ら れ る 。

（ク） （キ）

遺伝子 適応度

送 粉 者 を 限 定 し て ， そ の 送 粉 者 を 他 種 で は な く 生 育 密 度

の 低 い 同 種 の 花 に 確 実 に 訪 問 さ せ る た め 。

特 定 の 植 物 の 花 蜜 量 が 多 い こ と と ， そ の 植 物 の 複 雑 な 花

の 構 造 に 応 じ た 花 蜜 の と り 方 を 学 習 す る 能 力 。

ス ズ メ ガ に よ る 盗 蜜 を 防 ぐ た め に ラ ン を 距 を 長 く す る よ

う に 進 化 し ， こ れ に 対 し て ス ズ メ ガ は 花 蜜 を 十 分 に 吸 え

る よ う に 口 吻 を よ り 長 く す る よ う に 進 化 す る 。 こ の よ う

な 両 者 の 攻 防 に よ り 口 吻 と 距 が 非 常 に 長 く な っ た 。
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（北東）貿易，
  または偏東

混合 反時計

強い

（エ）

（ウ）

フェーン現象 36.8℃

湿潤断熱過程では，水蒸気の凝結によって潜熱が放出され，周囲の大気を暖めるため。

飽和水蒸気圧は温度の増加とともに（指数関数的に）増加する。山の風上で雨を降らせる
と空気塊に含まれる水蒸気圧が低下し，風下側で乾燥断熱的に気温が増加すると飽和水蒸
気圧が増加する。つまり，相対湿度の分子が減少し，分母が増加するので，相対湿度は結
果として低下する。

温帯低気圧は前線を伴うのに対し，台風や熱帯低気圧は前線を伴わない。

※下線部の説明が必要



　木星型惑星

土星 地球

※「ガス惑星」でも正解とする。

二酸化炭素

※「CO₂」でも正解とする。

３

（ア） （ウ）

（ウ） （イ）

連星の間の平均距離と公転周期がわかると，ケプラーの第３法則によって，連星の質
量の和が求められる。さらに，主星と伴星の軌道半径の比がわかると，それぞれの星
の質量が求められる。

※「主系列星の光度と質量の関係から推定することができる」でも正解とする。



褶曲 ユーラシア 小笠原 フィリピン海 四万十

沈み込む海洋プレートから供給される水がマントルの融点を下げることでマグマは発生する。

（イ）

大規模な水平方向の圧縮運動が起こったため

雲母のような板状結晶や角閃石のような柱状結晶が一定方向に配列した組織（片理）が認め
られる。片理に沿ってはがれやすい。

花崗岩

大陸は密度が軽いため沈み込まずに衝突する。

付 加 体 は 中 央 海 嶺 や ホ ッ ト ス ポ ッ ト な ど で で

き た 玄 武 岩 ， 深 海 堆 積 物 で あ る チ ャ ー ト な ど

の 海 洋 プ レ ー ト 起 源 物 質 と 海 溝 ま た は ト ラ フ

で 堆 積 し た 砂 岩 や 泥 岩 な ど の 混 合 物 か ら 構 成

さ れ る 。

海洋プレートの沈み込みにより水平方向に力が働き，逆断層によって上盤側のプ
レート（陸側斜面）の下にはりつくように成長する（付加する）。付加体の形成
される場所は順次，海溝側へ移動していく。



扇状地
  三角州
�(デルタ） 示準 示相

先カンブリア
　　　数値
（絶対，放射性）

シアノバクテリア
   （ラン藻）

縞状鉄鉱

ストロマトライト 成層

岩石の割れ目に入った水が凍結して膨張し，岩石が破砕される現象。

※気温の変化による岩石の膨張・収縮，植物の根の成長，なども正解

地下水（雨水，温泉水）と岩石が化学反応を起こして変質し，分解される現象。

※植物から分泌される成分との化学反応，なども正解

　 鍵層
（かぎ層）

地層累重の法則
（地層累重）

（ウ） （カ） （ケ）

生 物 に と っ て 有 害 な 太 陽 か ら の 紫 外 線 が オ ゾ

ン 層 に よ っ て 吸 収 さ れ ， 地 表 で の 紫 外 線 量 が

大 幅 に 減 少 し た 。

（イ） （ケ） （エ） （キ）




